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はじめに

『Oracle Fusion Middleware Oracle Service Busインストレーション・ガイド』では、Oracle Service Busのインストール、構成およびトラブルシューティングに関する情報および手順について説明します。


対象読者

このガイドは、初めてOracle Fusion Middlewareをインストールし、ユーザーおよびグループの作成、グループへのユーザーの追加、Oracle Fusion Middlewareをインストールするコンピュータへのオペレーティング・システム・パッチのインストールなど、システム管理業務を行っているユーザーを対象にしています。UNIXシステムにインストールするユーザーは、いくつかのスクリプトを実行するために、rootアクセス権が必要です。





ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs(聴覚障害者向け)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle Fusion Middleware Release 7.0ドキュメント・セットまたはOracle Other Product Two Release 6.1ドキュメント・セットの次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Service Bus開発者ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Service Bus管理者ガイド


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Service Busコンセプトおよびアーキテクチャ


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Service Busデプロイメント・ガイド




また、11g リリース1 (11.1.1.6.0)ドキュメント・セット内の次のドキュメントにも、有用な情報が含まれています。

	
Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド。このマニュアルには、Oracle Fusion Middleware製品をインストールする前に読んでおく必要がある有用な情報が含まれています。


	
Oracle Fusion Middleware概要。このマニュアルでは、Oracle Fusion Middleware環境で共通の用語や概念が説明されています。


	
Oracle Fusion Middleware管理者ガイド。このマニュアルには、インストールおよび構成が完了した後にOracle Fusion Middleware環境を管理するための情報が含まれています。








表記規則

このドキュメントでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	斜体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダー変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 Oracle Service Busの理解

この章では、Oracle Service Busおよびこのガイドの概要について説明します。内容は次のとおりです。

	
1.1「Oracle Service Busの概要」


	
1.2「Oracle Service Busのインストール・タイプの理解」


	
1.3「開発環境でのOracle Service Busのインストールとドメインの作成」


	
1.4「本番環境でのOracle Service Busのインストールとドメインの作成」


	
1.5「高可用性環境でのOracle Service Busのインストールおよび構成」






1.1 Oracle Service Busの概要

Oracle Service Busでは、インテリジェントなメッセージ・ブローカリングとサービスのモニターおよび管理を統合しているため、1つのソフトウェア製品でサービス指向アーキテクチャ(SOA)の実装とデプロイを行うことができます。この統合により、企業のインフラストラクチャにスケーラブルで動的なルーティングとトランスフォーメーション・レイヤーを組み込み、さらにサービス登録、サービス使用状況、およびサービス・レベル合意(SLA)準拠を管理するサービス・ライフサイクル管理機能を追加できます。

この節では、以下の内容について説明します。

	
1.1.1「Oracle Service Busコンポーネント」


	
1.1.2「Oracle Service Busに必要なOracle WebLogic Server」


	
1.1.3「Oracle Service Bus IDEに必要なOracle Enterprise Pack for Eclipse」


	
1.1.4「レポート機能またはOracle Web Services Managerポリシーの使用」


	
1.1.5「ポリシー管理のためのOracle Web Services Managerの使用」


	
1.1.6「Oracle Service Busでサポートされる言語」






1.1.1 Oracle Service Busコンポーネント

Oracle Service Busのインストーラを使用すると、システムに次のコンポーネントをインストールできます。

	
Oracle Service Busサーバー: Oracle Service Busを構成するコンポーネントのフルセット(Oracle Service BusサンプルとOracle Service Bus IDEを除く)。


	
Oracle Service Bus IDE: Oracle Service Busプラグインは、Oracle Service Busの統合設計環境です。Oracle Service Bus IDEを使用するには、Oracle Enterprise Pack for Eclipseをインストールする必要があります。




	
注意:

Oracle Service Bus IDEをHP-UXまたはAIXオペレーティング・システムにインストールすることはできません。








	
Oracle Service Busサンプル: Oracle Service Busサンプルでは、プロキシ・サービスを使用した実行時機能を設計環境で簡単に使ってみることができます。サンプルでは主要な機能が紹介されており、Oracle Service Busコンソールを使用してリソースやサービスの設計および構成に着手する際に役立ちます。このサンプルは、Oracle Service Busを使用してビジネス・サービスとの通信を行う、ユーザー主導の構成済みのシナリオです。サンプルの内容は、クライアントとビジネス・プロセス間の通信にOracle Service Busプロキシ・サービスを使用することによって利点が得られる一般的なビジネス・シナリオに基づいています。サンプルを実行してOracle Service Busの実行時環境での動作を確認したり、サンプルを開発環境で構築してプロキシ・サービスの構成の方法を詳しく知ることができます。




	
注意:

標準インストールでは、デフォルトでOracle Service Busサンプルはインストールされません。サンプルをインストールするには、カスタム・インストール・オプションを選択してください。詳細は、1.2「Oracle Service Busのインストール・タイプの理解」を参照してください。















1.1.2 Oracle Service Busに必要なOracle WebLogic Server

Oracle Service Busは、Oracle WebLogic Serverの実行時機能に依存しています。Oracle WebLogic Server固有の機能を利用して、可用性、拡張性、および信頼性に優れた機能を提供します。

Oracle WebLogic Serverは、信頼性、高可用性、スケーラビリティおよびパフォーマンスの高いアプリケーション実行環境を保証する、コア・サービスを提供します。

Oracle WebLogic Serverは、システムにインストール可能な以下のサブコンポーネントで構成されています。

	
Server: コアJava Enterprise Edition 2 (Java EE 2)機能とApache Beehiveが組み込まれたOracle WebLogic Serverプログラム・ファイル。


	
Server Examples: Oracle WebLogic ServerとMedRecのサンプル・ドメインとサンプル・アプリケーション。これらのサーバーとサンプル・アプリケーションは、Java EE 2の各種機能の実例です。各サンプル・アプリケーションを構築、構成、実行できるリソースが用意されています。Server Examplesをインストールして使用するには、Serverサブコンポーネントをインストールする必要があります。




Oracle WebLogic Serverも、インストーラの起動に必要なJRockit JDKに付属しています。別のJDKを使用する場合は、このバージョンのOracle Service Busで使用できるJDKをOracle Fusion Middleware 11gR1でのシステム要件とサポートされているプラットフォームに関するドキュメントで確認する必要があります。このドキュメントは、Oracle Fusion Middlewareのサポートされているシステム構成に関するページから入手できます。






1.1.3 Oracle Service Bus IDEに必要なOracle Enterprise Pack for Eclipse

Oracle Enterprise Pack for Eclipse (OEPE)は、Oracle WebLogic Serverアプリケーションの開発、デプロイ、デバッグをサポートするために設計された、認可されたEclipseプラグイン・セットです。Eclipseプラグインを使用すると、Oracle WebLogic Server上でのJava SE、Java EE、Webサービス、ORMおよびSpringアプリケーションの開発が容易になります。

Oracle Service Bus IDEを使用するには、OEPEをインストールする必要があります。OEPEのインストーラにはOracle WebLogic Serverも含まれているため、両方のインストーラを入手する必要はありません。

OEPE (Oracle WebLogic Serverを含む)のインストーラの入手およびインストール手順の詳細は、2.1「ソフトウェアの入手」および2.2「Oracle Enterprise Pack for EclipseおよびOracle WebLogic Serverのインストール」を参照してください。






1.1.4 レポート機能またはOracle Web Services Managerポリシーの使用

Oracle Service Busには、メッセージ・レポート用のJMSレポート・プロバイダが含まれます。Oracle Service Bus管理コンソールの「レポート」モジュールには、このレポート・プロバイダから取り込まれた情報が表示されます。Oracle Service Busのインストールで提供されるJMSレポート・プロバイダを使用しない場合は、そのレポート・プロバイダを割当て解除し、レポート・サービス・プロバイダ・インタフェース(SPI)を使用して独自のレポート・プロバイダを作成できます。『Oracle Fusion Middleware Oracle Service Bus管理者ガイド』のJMSレポート・プロバイダを割当て解除する方法に関する項を参照してください。

JMSレポート・プロバイダを使用する場合は、動作保証されたデータベースを起動および実行し、リポジトリ作成ユーティリティを実行してデータベースにSOAインフラストラクチャ(SOAINFRA)スキーマをインストールする必要があります。詳細は、2.1「ソフトウェアの入手」および2.4「レポート機能およびOWSMのためのスキーマのインストール」を参照してください。


Derby評価データベースの使用

開発環境でレポート機能を使用している場合は、Derby (Oracle WebLogic Serverのインストールに含まれる評価データベース)を選択できます。この場合、Oracle Service Bus用にOracle Web Services Managerの機能が必要なければ、RCUを使用してスキーマを作成してロードする必要はありません。

Oracle WebLogic Serverのインストールにカスタム・インストール・オプションを使用している場合は、評価データベースを選択してください。標準インストール・オプションを使用している場合、評価データベースはデフォルトでインストールされます。

Oracle Service Busのレポート作成表は、サーバーがはじめて起動したときに評価データベースで作成されます。Oracle Fusion Middleware構成ウィザードを使用してOracle Service Busドメインを作成している場合は、データベース・タイプ・レポートをDerbyとして構成し、パスワードを適切に設定します。評価データベースはOracle WebLogic Serverが起動している場合のみ起動するため、ウィザードのテスト接続アクションは無視してかまいません。






1.1.5 ポリシー管理のためのOracle Web Services Managerの使用

Oracle Service Busは、ポリシー管理およびインフラストラクチャのセキュリティのために、Oracle Web Services Manager (OWSM)を使用して構成することもできます。この場合は、動作保証されたデータベースを起動および実行し、リポジトリ作成ユーティリティを実行してデータベースにメタデータ・サービス(MDS)スキーマをインストールする必要があります。詳細は、2.1「ソフトウェアの入手」および2.4「レポート機能およびOWSMのためのスキーマのインストール」を参照してください。






1.1.6 Oracle Service Busでサポートされる言語

Oracle Service Busでサポートされている言語は次のものにかぎります。

	
英語


	
フランス語


	
ドイツ語


	
イタリア語


	
スペイン語


	
ポルトガル語(ブラジル)


	
日本語


	
韓国語


	
中国語(繁体字)


	
中国語(簡体字)











1.2 Oracle Service Busのインストール・タイプの理解

インストール作業中、インストールするOracle Service Busコンポーネントを選択する場合に、次のオプションがあります。

	
標準インストール


	
カスタム・インストール






1.2.1 標準インストール

標準タイプのインストールを選択すると、Oracle Service BusのインストーラによってOracle Service BusサーバーおよびOracle Service Bus統合開発環境(IDE)のバイナリが新しいOracleホーム・ディレクトリにインストールされます。

Oracle Service Bus IDEがインストールされるため、Oracle Enterprise Pack for Eclipse (OEPE)がシステムに存在している必要があります。OEPEの詳細は、1.1.3「Oracle Service Bus IDEに必要なOracle Enterprise Pack for Eclipse」を参照してください。






1.2.2 カスタム・インストール

カスタム・タイプのインストールを選択する場合、次のOracle Service Busコンポーネントを選択してインストールできます。

	
Oracle Service Busサーバー(これは必須コンポーネントであり、選択解除はできません)


	
Oracle Service Bus統合開発環境


	
Oracle Service Busサンプル




Oracle Service Bus IDEのインストールを選択した場合は、OEPEもシステムにインストールする必要があります。OEPEの詳細は、1.1.3「Oracle Service Bus IDEに必要なOracle Enterprise Pack for Eclipse」を参照してください。








1.3 開発環境でのOracle Service Busのインストールとドメインの作成

図1-1は、開発環境でOracle Service Busをインストールしてドメインを作成するプロセスを示しています。


図1-1 開発環境でのOracle Service Busのインストール・フロー

[image: 図1-1の説明が続きます]





表1-1に、フローチャートの各項目に関するドキュメントや追加情報へのリンクを示します。


表1-1 開発環境でのOracle Service Busインストールの説明

	タスク	説明
	
最新のOracle WebLogic Serverを含むOEPEをインストールします。

	
Oracle Service Bus IDEがインストールされるため、OEPEが必要です。詳細は、2.1「ソフトウェアの入手」および2.2「Oracle Enterprise Pack for EclipseおよびOracle WebLogic Serverのインストール」を参照してください。


	
レポート機能を使用するかどうか。

	
開発環境でレポート機能を使用する場合は、次のいずれかを選択できます。

	
「Derby評価データベースの使用」の説明に従って、Derby評価データベースを使用します。


	
2.1.2「データベースとレポート機能およびOWSMのためのRCUの入手」および2.4「レポート機能およびOWSMのためのスキーマのインストール」の説明に従って、他の動作保証されたデータベースを使用し、RCUを実行してSOAINFRAスキーマを作成します。





	
OWSMを使用するかどうか。

	
OWSMを使用する場合は、2.1.2「データベースとレポート機能およびOWSMのためのRCUの入手」および2.4「レポート機能およびOWSMのためのスキーマのインストール」の説明に従って、他の動作保証されたデータベースを使用し、RCUを実行してMDSスキーマを作成する必要があります。


	
Oracle Service Busをインストールします。

	
すべてのOracle Service Busコンポーネントをインストールするには、「標準」インストール・タイプを選択してください。

詳細は、2.5.1「Oracle Service Busのインストーラの起動」および2.5.2「Oracle Service Busインストール画面および手順の理解」を参照してください。


	
Oracle Service Bus用にWebLogic Serverドメインを作成および構成します。

	
詳細は、第3章「Oracle Service Busの構成」を参照してください。


	
管理サーバーと管理対象サーバーを起動します。

	
詳細は、3.6「サーバーの起動」を参照してください。


	
インストールおよび構成を確認します。

	
詳細は、3.7「Oracle Service Busのインストールおよびドメインの構成の確認」を参照してください。








インストールおよび構成が終わると(レポート作成機能およびOracle Web Services Managerポリシーが使用されていない場合)、トポロジは図1-2のようになります。この図に従って、インストールおよび構成後に、Oracle WebLogic ServerとOracle Service Busのインストールを検証します。


図1-2 開発環境インストールのサンプル・トポロジ

[image: 図1-2の説明が続きます]





Fusion Middlewareのディレクトリ構造の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のOracle Fusion Middlewareのディレクトリ構造に関する項を参照してください。






1.4 本番環境でのOracle Service Busのインストールとドメインの作成

図1-3は、本番環境でOracle Service Busをインストールしてドメインを作成するプロセスを示しています。


図1-3 本番環境でのOracle Service Busのインストール・フロー

[image: 図1-3の説明が続きます]





表1-2に、フローチャートの各項目に関するドキュメントや追加情報へのリンクを示します。


表1-2 本番環境でのOracle Service Busインストールの説明

	タスク	説明
	
Oracle WebLogic Serverをインストールします。

	
最新のOracle WebLogic Serverをインストールします。詳細は、2.1「ソフトウェアの入手」および2.3「Oracle WebLogic Serverのインストールとミドルウェア・ホームの作成」を参照してください。


	
レポート機能を使用するかどうか。

	
開発環境でレポート機能を使用する場合は、次のいずれかを選択できます。

	
「Derby評価データベースの使用」の説明に従って、Derby評価データベースを使用します。


	
2.1.2「データベースとレポート機能およびOWSMのためのRCUの入手」および2.4「レポート機能およびOWSMのためのスキーマのインストール」の説明に従って、他の動作保証されたデータベースを使用し、RCUを実行してSOAINFRAスキーマを作成します。





	
OWSMを使用するかどうか。

	
OWSMを使用する場合は、2.1.2「データベースとレポート機能およびOWSMのためのRCUの入手」および2.4「レポート機能およびOWSMのためのスキーマのインストール」の説明に従って、他の動作保証されたデータベースを使用し、RCUを実行してMDSスキーマを作成する必要があります。


	
Oracle Service Busをインストールします。

	
「カスタム」インストール・タイプを選択し、Oracle IDEは選択しないでください。

詳細は、2.5.1「Oracle Service Busのインストーラの起動」および2.5.2「Oracle Service Busインストール画面および手順の理解」を参照してください。


	
RCUを実行してデータベース・スキーマを作成します。

	
Oracle Service Busのレポート機能またはOracle Web Services Managerポリシーを使用する場合は、RCUを実行して必要なデータベース・スキーマを作成します。


	
Oracle Service Bus用にWebLogic Serverドメインを作成および構成します。

	
詳細は、第3章「Oracle Service Busの構成」を参照してください。


	
管理サーバーと管理対象サーバーを起動します。

	
詳細は、3.6「サーバーの起動」を参照してください。


	
インストールおよび構成を確認します。

	
詳細は、3.7「Oracle Service Busのインストールおよびドメインの構成の確認」を参照してください。








インストールおよび構成が終わると(レポート作成機能およびOracle Web Services Managerポリシーが使用されていない場合)、トポロジは図1-2のようになります。この図に従って、インストールおよび構成後に、Oracle WebLogic ServerとOracle Service Busのインストールを検証します。


図1-4 本番環境インストールのサンプル・トポロジ

[image: 図1-4の説明が続きます]





Fusion Middlewareのディレクトリ構造の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のOracle Fusion Middlewareのディレクトリ構造に関する項を参照してください。






1.5 高可用性環境でのOracle Service Busのインストールおよび構成

このガイドには、高可用性(HA)構成でOracle Service Busをインストールし、構成する方法は記載されていません。高可用性構成でOracle Service Busをインストールする場合は、次のドキュメントを参照してください。

	
『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』のOracle Service Busと高可用性の概要に関する項


	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Service Busデプロイメント・ガイド』のOracle Service Busの高可用性に関する項















2 Oracle Service Busのインストール

この章では、Oracle Service Busをインストールする方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
2.1「ソフトウェアの入手」


	
2.2「Oracle Enterprise Pack for EclipseおよびOracle WebLogic Serverのインストール」


	
2.3「Oracle WebLogic Serverのインストールとミドルウェア・ホームの作成」


	
2.4「レポート機能およびOWSMのためのスキーマのインストール」


	
2.5「Oracle Service Busのインストール」


	
2.6「インストール後のOracle Service Busコンポーネントの状態の理解」






2.1 ソフトウェアの入手

特定のニーズに応じて、Oracle Fusion Middlewareソフトウェアを入手できる複数の場所があります。詳細は、「Oracle Fusion Middlewareダウンロード、インストール、構成のREADME」ページにある、特定のリリースのREADMEファイルを参照してください。

環境やニーズに応じて、次のソフトウェア・コンポーネントが必要な場合があります。

	
OEPEおよびOracle WebLogic Serverの入手


	
データベースとレポート機能およびOWSMのためのRCUの入手


	
Oracle Service Busインストーラの入手






2.1.1 OEPEおよびOracle WebLogic Serverの入手

Oracle Service Busのインストールには、次のいずれかのソフトウェア・コンポーネントが必要です。

	
Oracle Service Bus IDEとともにOracle Service Busをインストールする場合は、Oracle WebLogic Serverが含まれているOracle Enterprise Pack for Eclipse (OEPE)インストーラをダウンロードします。

このインストーラは、Oracle Technology NetworkのOracle Enterprise Pack for Eclipse 11gR1 (11.1.1.8)のダウンロード・ページからダウンロードできます。ページ下部付近にある「Full OEPE Installers」を探してください。


	
Oracle Service Bus IDEなしでOracle Service Busをインストールする場合は、Oracle WebLogic Serverインストーラをダウンロードします。このインストーラにはOEPEは含まれません。

このインストーラは、Oracle Technology Networkの「Oracle Fusion Middleware 11g Software Downloads」ページからダウンロードできます。









2.1.2 データベースとレポート機能およびOWSMのためのRCUの入手

Oracle Service Busのレポート機能またはOracle Web Services Managerを使用する場合は、Oracle Fusion Middlewareおよびリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)(データベースで必要なスキーマを作成するためのツール)での使用に対して動作保証されているデータベースが必要です。

レポート機能にはSOAインフラストラクチャ(SOAINFRA)スキーマ、Oracle Web Services Managerにはメタデータ・サービス(MDS)スキーマがデータベースにインストールされている必要があります。

	
データベースがない場合は、Oracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成に関するページで、Oracle Fusion Middleware 11gR1でのシステム要件とサポートされているプラットフォームに関するドキュメントを参照して、ご使用の環境で動作保証されているデータベースを確認してください。その後、データベースをダウンロード、インストールおよび構成します。重要なデータベース構成情報については、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様に関するドキュメントのOracle DatabaseのRCU要件に関する説明を参照してください。


	
RCUの入手方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』のRCUの入手に関する項を参照してください。









2.1.3 Oracle Service Busインストーラの入手

さらに、Oracle Service Busも必要で、これは「Release Downloads for Oracle Service Bus」ページからダウンロードできます。Oracle Service Busインストーラは、.zipアーカイブ・ファイルとしてシステムに保存されます。アーカイブ・ファイルをダウンロードした後、インストールを実行する、マシン上の任意のディレクトリに解凍します。








2.2 Oracle Enterprise Pack for EclipseおよびOracle WebLogic Serverのインストール

Oracle Service BusとともにOracle Service Bus IDEをインストールする場合は、OEPEのインストールが必要です。OEPEインストーラを使用する必要がありますが、これにはOracle WebLogic Serverが含まれています。Oracle WebLogic Serverをインストールすると、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリおよびWebLogicホーム・ディレクトリが作成されますが、これらはOracle Service Busのインストールに必要です。これらのディレクトリの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のミドルウェア・ホーム・ディレクトリおよびWebLogicホーム・ディレクトリに関する項を参照してください。

Oracle WebLogic ServerとともにOEPEをインストールするには、Oracle Enterprise Pack for Eclipseインストレーション・ガイドを参照してください。






2.3 Oracle WebLogic Serverのインストールとミドルウェア・ホームの作成

Oracle WebLogic Serverをインストールすると、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリおよびWebLogicホーム・ディレクトリが作成されますが、これらはOracle Service Busのインストールに必要です。これらのディレクトリの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のミドルウェア・ホーム・ディレクトリおよびWebLogicホーム・ディレクトリに関する項を参照してください。

Oracle WebLogic Serverをインストールするには、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』のインストール・プログラムのグラフィック・モードでの実行を参照してください。


Oracle WebLogic Server 10.3.6へのパッチ適用

Oracle WebLogic Serverの最新バージョン(10.3.6)をインストールした後、Oracle Technology Networkにある、Oracle SOA製品およびOracle AIA Foundation Packに関する既知の問題のページの説明に従って、必要なパッチをインストールする必要があります:


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/docs/aiasoarelnotesps6-1866030.html


これは、Oracle Service Busをインストールする前に行う必要があります。






2.4 レポート機能およびOWSMのためのスキーマのインストール

RCUの実行方法およびデータベースでの必要なスキーマの作成方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』のRCUの起動およびスキーマの作成に関する説明を参照してください。






2.5 Oracle Service Busのインストール

この項の内容は以下のとおりです。

	
2.5.1「Oracle Service Busインストーラの起動」


	
2.5.2「Oracle Service Busインストール画面および手順の理解」






2.5.1 Oracle Service Busインストーラの起動

インストーラを起動するには、Oracle Service Busインストーラのアーカイブ・ファイルを解凍したディレクトリに移動して、Disk1ディレクトリに移動します。

UNIXオペレーティング・システム:


cd unpacked_archive_directory/Disk1
./runInstaller -jreLoc JRE_LOCATION


Windowsオペレーティング・システム:


cd unpacked_archive_directory\Disk1
setup.exe -jreLoc JRE_LOCATION


インストーラは、ご使用のシステムにあるJava Runtime Environment (JRE)の場所へのフル・パスを必要とします。これは、-jreLocパラメータで指定する必要があります。Oracle WebLogic Serverをインストールしたとき、JREはご使用のシステムで、ミドルウェア・ホーム内のjdk160_versionディレクトリにインストールされました。この場所は、インストーラを起動するためのJRE_LOCATIONとして使用できます。

インストーラによって作成されるログ・ファイルおよびその内容についての詳細情報は、D.2項「インストールおよび構成ログ・ファイル」を参照してください。






2.5.2 Oracle Service Busインストール画面および手順の理解

表2-1の手順に従って、Oracle Service Busをインストールします。

インストールのいずれかの画面で追加のヘルプが必要な場合は、付録B「Oracle Service Busソフトウェアのインストール」を参照するか、「ヘルプ」をクリックしてオンライン・ヘルプにアクセスします。


表2-1 Oracle Service Busのインストール・フロー

	画面	この画面が表示されるタイミング	説明
	
ようこそ


	
常時

	
Oracle Fusion Middlewareのインストーラはこのページから開始されます。


	
ソフトウェア更新のインストール


	
常時

	
ソフトウェア更新の入手に使用する方法を選択するか、更新しない場合は「ソフトウェア更新のスキップ」を選択します。


	
インストールの場所


	
常時

	
Oracleミドルウェア・ホームとOracleホームの場所を指定します。

Oracle共通ホーム(oracle_common)ディレクトリは、自動的にミドルウェア・ホーム内に作成されます(Oracleホーム・ディレクトリの名前にoracle_commonは使用しないでください)。


	
インストール・タイプ


	
常時

	
「標準」または「カスタム」を選択します。

詳細は、1.2「Oracle Service Busのインストール・タイプの理解」を参照してください。


	
インストールするコンポーネント


	
「インストール・タイプ」画面で「カスタム」を選択した場合。

	
インストールするコンポーネントを選択します。

注意: HP-UXまたはAIXオペレーティング・システムにインストールしている場合は、Oracle Service Bus IDEが選択されていないことを確認する必要があります。


	
前提条件のチェック


	
常時

	
必要なすべての前提条件をシステムが満たしていることを確認します。


	
製品ホームの場所


	
常時

	
WebLogic Serverホームの場所を指定します。Oracle Service Bus Integrated Development Environment (IDE)をインストールしている場合は、マシンにインストールされているOracle Enterprise Pack for Eclipseへのパスの入力も求められます。デフォルトでは、ミドルウェア・ホームの下にあるこのディレクトリの名前はoepe_11.1.1.8.0です。


	
インストール・サマリー


	
常時

	
このサマリーを確認して、インストールを開始するかどうかを決定します。この段階でいずれかの構成設定を変更する場合は、左側のナビゲーション・パネルで項目を選択し、選択内容を変更します。

Oracle Service Busのインストールを開始するには、「インストール」をクリックします。


	
インストールの進行状況


	
常時

	
この画面には、インストールの進行状況が表示されます。

進捗が100%完了になったら、「次へ」をクリックして続行します。


	
インストールが完了しました。


	
常時

	
「保存」をクリックして、構成情報をファイルに保存します。この情報には、後でアクセスするときに必要となる可能性があるポート番号、インストール・ディレクトリ、URLおよびコンポーネント名が含まれます。

構成情報を保存した後、「終了」をクリックしてインストーラを終了します。








Oracle Service Busのインストールが完了した後は、Oracle Service Bus用のドメインを構成するための構成ウィザードを実行できるようになります。手順については、第3章「Oracle Service Busの構成」を参照してください。








2.6 インストール後のOracle Service Busコンポーネントの状態の理解

このトピックでは、インストール後のOracle Service Busコンポーネントの状態について説明します。次の内容が含まれます。

	
デフォルトのSSL構成


	
管理サーバーのパスワード






2.6.1 デフォルトのSSL構成

デフォルトでは、Oracle Service Bus 11gコンポーネントはSSLが構成されずにインストールされます。構成ウィザードを使用して、管理サーバーおよび管理対象サーバー用にSSLを構成する必要があります。

管理サーバー用にSSLを構成するには、構成ウィザードを実行し、「管理サーバーの構成」画面で「SSL有効」を選択します(『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるドメインの作成』を参照)。

管理対象サーバー用にSSLを構成するには、構成ウィザードを実行し、「管理対象サーバーの構成」画面で「SSL有効」を選択します(『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるドメインの作成』を参照)。






2.6.2 管理サーバーのパスワード

管理サーバーのパスワードは、ドメイン作成時に構成されます。セキュリティ上の理由により、インストール後に各種コンポーネントのパスワードを変更し、それぞれ異なる値にする必要があります。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』の管理ユーザー・パスワードの変更に関する項を参照してください。














3 Oracle Service Busの構成

この章では、ソフトウェアをインストールした後、Oracle Service Busを構成する方法を説明します。内容は次のとおりです。

	
3.1「構成手順」


	
3.2「Oracle Service Busのみを含むWebLogicドメインの作成」


	
3.3「Oracle Service BusとOracle SOA Suiteを含む単一のWebLogicドメインの作成」


	
3.4「Oracle SOA SuiteをサポートするためのOracle Service Bus WebLogicドメインの拡張」


	
3.5「Oracle Service BusをサポートするためのOracle SOA Suite WebLogicドメインの拡張」


	
3.6「サーバーの起動」


	
3.7「Oracle Service Busのインストールとドメイン構成の確認」


	
3.8「Windowsオペレーティング・システムでの「スタート」メニュー・コマンド」


	
3.9「インストールおよび構成後、Oracle Service Busを使用する前に」






3.1 構成手順

インストールが完了した後、Oracle Fusion Middlewareの構成ウィザードを実行して、新しいWebLogic Serverドメインを作成および構成し、そのドメインで構成する製品を選択する必要があります。既存のドメインがある場合は、構成ウィザードを使用して、追加の製品および機能をサポートするように既存のドメインを拡張することができます。

各WebLogic Serverドメインには、1つの管理サーバーが格納され、構成することを選択した製品に応じてその他の管理対象サーバーが格納される場合があります。

Oracle WebLogic Serverドメインの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverドメイン構成の理解』のOracle WebLogic Serverドメインの理解に関する項を参照してください。

構成プロセスで選択可能なテンプレートの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Service Busデプロイメント・ガイド』のOracle Service Busデプロイメント・トポロジに関する項を参照してください。


3.1.1 管理対象サーバーのデフォルト設定の使用

構成時に、Oracle Fusion Middleware構成ウィザードはFusion Middlewareシステム・コンポーネントをホストするドメインに、自動的に管理対象サーバーを作成します。これらの管理対象サーバーではデフォルトの構成設定を使用することをお薦めします。デフォルトの構成設定を変更する場合は、Fusion Middleware環境を起動する前に、いくつかの構成手順を手動で実行する必要があります。





3.1.2 ターゲット・デプロイメントおよびサービスのデフォルト設定の使用

「オプションの構成を選択」画面で「デプロイメントとサービス」を選択すると、追加構成用に次の2つの画面が表示されます。

	
「デプロイメントのクラスタまたはサーバーへのターゲット設定」画面


	
「サービスのクラスタまたはサーバーへのターゲット設定」画面




これらの画面では、デプロイメント(アプリケーションやライブラリなど)およびサービスを選択し、特定のクラスタまたはサーバーにターゲット指定できます。ただし、特に指定されていないかぎり、Oracle Service Busデプロイメントのターゲットは変更しないでください。





3.1.3 ドメイン拡張時の実行中の管理対象サーバーの停止

既存のWebLogic Serverドメインを拡張する場合は(3.4「Oracle SOA SuiteをサポートするためのOracle Service Bus WebLogicドメインの拡張」または3.5「Oracle Service BusをサポートするためのOracle SOA Suite WebLogicドメインの拡張」)、構成ウィザードを起動する前に、そのドメインで現在実行中の管理対象サーバーを停止する必要があります。そうしないと、実行中の管理対象サーバーとのポート番号競合によって、管理対象サーバーの検証が失敗します。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する項を参照してください。






3.1.4 Oracle Fusion Middleware構成ウィザードの起動

構成ウィザードは、OSB_ORACLE_HOME/common/bin(UNIXオペレーティング・システム)またはOSB_ORACLE_HOME\common\bin(Windowsオペレーティング・システム)ディレクトリにあります。このディレクトリに移動し、config.sh(UNIXオペレーティング・システム)またはconfig.cmd(Windowsオペレーティング・システム)スクリプトを実行して、構成ウィザードを起動します。

UNIXオペレーティング・システム:


./config.sh


Windowsオペレーティング・システム:


config.cmd


構成セッションのログ・ファイルを作成するには、D.2「インストールおよび構成ログ・ファイル」を参照してください。

32ビットのオペレーティング・システムを使用している場合は、Oracle WebLogicインストールの一部としてOracle JRockit SDKがインストールされます。これが構成ウィザードでデフォルトで使用されるJDKです。Sun JDKで構成ウィザードを起動する場合は、次の手順を実行してから起動します。

	
JAVA_HOME環境変数をSun JDKの場所に設定します。たとえば、Oracle WebLogic ServerをインストールしたときにMW_HOME/jdk160_version(UNIXオペレーティング・システム)またはMW_HOME\jdk160_version(Windowsオペレーティング・システム)ディレクトリにインストールされたSun JDKに設定できます。


	
JAVA_VENDOR環境変数を「Sun」に設定します。




構成ウィザードを起動した後、ご使用の環境に最も適したシナリオを検索し、そのセクションに進んでドメインを構成します。

	
3.2「Oracle Service Busのみを含むWebLogicドメインの作成」


	
3.3「Oracle Service BusとOracle SOA Suiteを含む単一のWebLogicドメインの作成」


	
3.4「Oracle SOA SuiteをサポートするためのOracle Service Bus WebLogicドメインの拡張」


	
3.5「Oracle Service BusをサポートするためのOracle SOA Suite WebLogicドメインの拡張」











3.2 Oracle Service Busのみを含むWebLogicドメインの作成

この項では、Oracle Service Busのみを含むWebLogicドメインの作成方法を説明します。この項の手順を実行すると、次のものがデプロイされます。

	
WebLogic管理サーバー


	
Oracle Service Busの管理対象サーバー


	
管理対象サーバー上にデプロイされたアプリケーション


	
Oracle Service Busサーバー上にデプロイされたOracle Service Bus管理コンソール




まず、構成ウィザードを起動します(3.1.4「Oracle Fusion Middleware構成ウィザードの起動」を参照)。

構成ウィザードを起動した後は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるドメインの作成』のWebLogicドメインの作成に関する項の手順に従って、Oracle Service Busコンポーネント用に新しいWebLogicドメインを作成します。

次の画面には、Oracle Service Busを構成するための特別な指示が表示されます(それらについては、この項で後述します)。

	
「ドメイン・ソースの選択」画面


	
「管理対象サーバーの構成」画面


	
「JDBCコンポーネント・スキーマの構成」画面





ドメイン・ソースの選択

「ドメイン・ソースの選択」画面で、「次の製品をサポートするために、自動的に構成されたドメインを生成する」を選択した後、次のいずれかを選択します。

	
Oracle Service Bus for Developers - 11.1.1.6 [Oracle_OSB1]

このオプションは、WebLogic管理サーバーおよび管理対象サーバーとして機能する単一サーバーを作成する場合に使用します。このデプロイメント・オプションは、開発環境に適しています。


	
Oracle Service Bus - 11.1.1.6 Oracle_OSB1

このオプションは、次のいずれかをインストールおよび構成する場合に使用します。

	
管理サーバーと管理対象サーバーの両方として機能する単一サーバーを含むドメイン


	
管理サーバーおよび単一の管理対象サーバーを含む非クラスタ・ドメイン


	
管理サーバーおよび1つ以上の管理対象サーバーのクラスタを含むドメイン







いずれかのオプションを選択した後、次のコンポーネントも依存オブジェクトとしてデフォルトで選択されます。

	
Oracle JRF - 11.1.1.0 [oracle_common]


	
WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPC Extension - 10.3.6.0 [wlserver_10.3]




また、Oracle Service Bus for Developers - 11.1.1.6 [Oracle_OSB1]またはOracle Service Bus - 11.1.1.6 [Oracle_OSB1],のいずれかを選択した後は、Oracle Service Bus OWSM Extension - 11.1.1.6 [Oracle_OSB1]を選択して、Oracle Web Services Managerポリシーの実行時サポートがあるOracle Service Busを含むドメインを作成することもできます。このコンポーネントを選択すると、依存オブジェクトとしてOracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0 [oracle_common]も選択されます。

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control 11g R1 (11.1.1.1.0)を使用してOracle Web Services Managerのポリシーを作成または編集する場合は、Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0 [oracle_common]も選択します。


「管理対象サーバーの構成」画面

Oracle Service Bus用に作成されるデフォルトの管理対象サーバーはosb_server1と呼ばれます。管理対象サーバーは絶対に削除しないようにしてください。管理対象サーバーを別名で使用する場合は、構成ウィザードで次のいずれかを実行します。

	
osb_server1を別の名前に変更します。


	
お好みの名前で新しい管理対象サーバーを作成します。





「JDBCコンポーネント・スキーマの構成」画面

Derby評価データベースを使用することを選択した場合は、この画面で次のものが選択されることを確認してください。

	
ドライバ - Derbyドライバ(Type 4)バージョン: A


	
ベンダー - Derby


	
DBMS/サービス - osbexamples


	
ホスト名 - localhost




評価データベースを使用している場合は、接続テストの結果を無視できます。






3.3 Oracle Service BusとOracle SOA Suiteを含む単一のWebLogicドメインの作成

この項では、Oracle Service BusとOracle SOA Suiteの両方のコンポーネントを含む単一のWebLogicドメインの作成方法を説明します。この項の手順を実行すると、次のものがデプロイされます。

	
WebLogic管理サーバー


	
Oracle Service BusとOracle SOA Suite用の1つの管理対象サーバー、またはOracle Service Bus用の1つの管理対象サーバーとOracle SOA Suite用の1つの管理対象サーバー


	
管理対象サーバー上にデプロイされたアプリケーション


	
管理サーバー上にデプロイされたOracle SOA SuiteコンソールとOracle Service Bus管理コンソール






3.3.1 Oracle SOA Suiteの最新バージョンのインストール

システムにOracle SOA Suiteをインストールしていない場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteインストレーション・ガイド』の手順に従って、最新バージョンのOracle SOA Suiteをインストールします。






3.3.2 ドメインの作成手順

Oracle Service BusおよびOracle SOA Suiteをシステムにインストールした後、構成ウィザードを起動してドメインの作成を開始します(3.1.4「Oracle Fusion Middleware構成ウィザードの起動」を参照)。

構成ウィザードを起動した後は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるドメインの作成』のWebLogicドメインの作成に関する項の手順に従って、Oracle Service BusおよびOracle SOA Suiteコンポーネント用に新しいWebLogicドメインを作成します。

次の画面には、この構成用に特別な指示が表示されます(それらについては、この項で後述します)。

	
「ドメイン・ソースの選択」画面


	
「管理対象サーバーの構成」画面





ドメイン・ソースの選択

「ドメイン・ソースの選択」画面で、「次の製品をサポートするために、自動的に構成されたドメインを生成する」を選択した後、次を選択します。

	
Oracle SOA Suite - 11.1.1.0 [Oracle_SOA1]

依存オブジェクトとして、Oracle JRF - 11.1.1.0 [oracle_common]およびOracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0 [oracle_common]の両方が自動的に選択されます。


	
Oracle Service Bus - 11.1.1.6 [Oracle_OSB1]

WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPC Extension - 10.3.6.0 [wlserver_10.3]も依存オブジェクトとして自動的に選択されます。





「管理対象サーバーの構成」画面

Oracle Service BusとOracle SOA Suite用に1つの管理対象サーバーを構成する場合は、次を実行します:

「管理対象サーバーの構成」画面でsoa_server1を選択して「削除」をクリックし、soa_server1を削除します。




	
注意:

このオプション手順が必要になるのは、Oracle SOA SuiteとOracle Service Busを同じ仮想マシンで実行する場合のみです。この手順をスキップする場合は、Oracle SOA SuiteとOracle Service Busにそれぞれ1つずつ管理対象サーバーを構成します。














3.4 Oracle SOA SuiteをサポートするためのOracle Service Bus WebLogicドメインの拡張

この項では、Oracle SOA Suiteをサポートするように既存のOracle Service Busドメインを拡張する方法を説明します。この項の手順を実行すると、次のものがデプロイされます。

	
Oracle SOA SuiteとOracle Service Bus用に同じ管理対象サーバー、またはOracle Service BusとOracle SOA Suiteにそれぞれ1つの管理対象サーバー


	
管理対象サーバー上にデプロイされたアプリケーション


	
管理サーバー上にデプロイされたOracle Service Bus管理コンソール





3.4.1 Oracle SOA Suiteの最新バージョンのインストール

システムにOracle SOA Suiteをインストールしていない場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteインストレーション・ガイド』の手順に従って、最新バージョンのOracle SOA Suiteをインストールします。





3.4.2 ドメインの拡張手順

まず、構成ウィザードを起動します(3.1.4「Oracle Fusion Middleware構成ウィザードの起動」を参照)。

構成ウィザードを起動した後は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるドメインの作成』のWebLogicドメインの拡張に関する項の手順に従って、Oracle SOA Suite用に既存のOracle Service Busドメインを拡張します。

次の画面には、この構成用に特別な指示が表示されます(それらについては、この項で後述します)。

	
「拡張ソースの選択」画面


	
「管理対象サーバーの構成」画面





「拡張ソースの選択」画面

「拡張ソースの選択」画面で、Oracle SOA Suite - 11.1.1.0 [Oracle_SOA1]ドメイン構成オプションを選択します。Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0 [oracle_common]オプションも自動的に選択されます。


「管理対象サーバーの構成」画面

Oracle Service BusとOracle SOA Suite用に1つの管理対象サーバーを構成する場合は、次を実行します:

「管理対象サーバーの構成」画面でosb_server1を選択して「削除」をクリックし、デフォルトのosb_server1を削除します。次に、「名前」列で名前を手動で編集し、soa_server1の名前をosb_server1に変更します。soa_server1を削除して、osb_server1の名前をsoa_server1に変更することもできます。




	
注意:

このオプション手順が必要になるのは、Oracle SOA SuiteとOracle Service Busを同じ仮想マシンで実行する場合のみです。この手順をスキップする場合は、Oracle SOA SuiteとOracle Service Busにそれぞれ1つずつ管理対象サーバーを構成します。














3.5 Oracle Service BusをサポートするためのOracle SOA Suite WebLogicドメインの拡張

この項では、Oracle Service Busをサポートするように既存のOracle SOA Suiteドメインを拡張する方法を説明します。この項の手順を実行すると、次のものがデプロイされます。

	
Oracle SOA SuiteとOracle Service Bus用に同じ管理対象サーバー、またはOracle Service BusとOracle SOA Suiteにそれぞれ1つの管理対象サーバー


	
管理対象サーバー上にデプロイされたアプリケーション


	
管理サーバー上にデプロイされたOracle Service Bus管理コンソール





3.5.1 「起動時にレプリカをリフレッシュ」オプションの選択

このシナリオでは、ドメインおよびコンポーネントを構成する前に、次の手順を実行する必要があります。

	
WebLogic Server管理コンソールに移動します。


	
ドメイン(左側のナビゲーション・パネルにあるツリーの最上部)を選択します。


	
「セキュリティ」タブを選択します。


	
「埋込み」タブを選択します。


	
「起動時にレプリカをリフレッシュ」オプションを選択します。


	
変更を保存して適用します。








3.5.2 ドメインの構成

まず、構成ウィザードを起動します(3.1.4「Oracle Fusion Middleware構成ウィザードの起動」を参照)。

構成ウィザードを起動した後は、『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるドメインの作成』のWebLogicドメインの拡張に関する項の手順に従って、Oracle Service Bus用にOracle SOA Suiteドメインを拡張します。

次の画面には、この構成用に特別な指示が表示されます(それらについては、この項で後述します)。

	
「拡張ソースの選択」画面


	
「管理対象サーバーの構成」画面





「拡張ソースの選択」画面

「拡張ソースの選択」画面で、Oracle Service Bus - 11.1.1.6 [Oracle_OSB1]ドメイン構成オプションを選択します。WebLogic Advanced Web Services for JAX-RPC Extension - 10.3.6.0 [wlserver_10.3]オプションも自動的に選択されます。


「管理対象サーバーの構成」画面

Oracle Service BusとOracle SOA Suite用に1つの管理対象サーバーを構成する場合は、次を実行します:

「管理対象サーバーの構成」画面でosb_server1を選択して「削除」をクリックし、デフォルトのosb_server1を削除します。次に、「名前」列で名前を手動で編集し、soa_server1の名前をosb_server1に変更します。soa_server1を削除して、osb_server1の名前をsoa_server1に変更することもできます。




	
注意:

このオプション手順が必要になるのは、Oracle SOA SuiteとOracle Service Busを同じ仮想マシンで実行する場合のみです。この手順をスキップする場合は、Oracle SOA SuiteとOracle Service Busにそれぞれ1つずつ管理対象サーバーを構成します。














3.6 サーバーの起動

デプロイメントを起動して実行するには、管理サーバーおよび様々な管理対象サーバーを起動する必要があります。

	
3.6.1「管理サーバーの起動」


	
3.6.2「Windowsサービスとしての管理サーバーの起動」


	
3.6.3「管理対象サーバーの起動」


	
3.6.4「デフォルト以外のポート番号とリモート・ホストを使用したサーバーの起動」


	
3.6.5「サーバーが起動済であることの確認」






3.6.1 管理サーバーの起動

管理サーバーを起動するには、新しいドメインを作成したディレクトリで、startWebLogic.sh(UNIXオペレーティング・システム)またはstartWebLogic.cmd(Windowsオペレーティング・システム)スクリプトを実行します。

UNIXシステム:


DOMAIN_HOME/startWebLogic.sh


Windowsシステム:


DOMAIN_HOME\startWebLogic.cmd


DOMAIN_HOMEは、ドメインの場所とドメイン名で構成され、構成ウィザードの「ドメイン名と場所の指定」画面で指定されています。






3.6.2 Windowsサービスとしての管理サーバーの起動

Microsoft Windowsシステムでは、管理サーバーをWindowsサービスとして起動することもできます。手順については、『Oracle Fusion Middleware Oracle Service Bus管理者ガイド』のWindowsサービスとしての管理サーバーの起動に関する項を参照してください。






3.6.3 管理対象サーバーの起動

管理対象サーバーを起動するには、DOMAIN_HOME/bin/startManagedWebLogic.sh(UNIXオペレーティング・システム)またはDOMAIN_HOME\bin\startManagedWebLogic.cmd(Windowsオペレーティング・システム)スクリプトを実行します。これらの管理対象サーバーは、コマンドラインから実行する必要があります。

このコマンドでは、サーバー名も指定する必要があります。起動する必要があるサーバーは次のとおりです(構成によって異なります)。

	
soa_server1(Oracle SOA Server)


	
osb_server1(Oracle Service Bus Server)




たとえば、UNIXシステムでOracle SOA Serverを起動するには:


DOMAIN_HOME/bin/startManagedWebLogic.sh soa_server1


Windowsシステム:


DOMAIN_HOME\bin\startManagedWebLogic.cmd soa_server1 


管理対象サーバーが起動される前に、WebLogicサーバーのユーザー名とパスワードの入力が求められます。これらは、構成ウィザードの「管理者ユーザー名およびパスワードの構成」画面で入力したものです。

起動する管理対象サーバーの名前がわからない場合は、UNIXシステムで次のファイルの内容を確認します。


DOMAIN_HOME/startManagedWebLogic_readme.txt


Windowsシステム:


DOMAIN_HOME\startManagedWebLogic_readme.txt


または、次のURLで管理サーバー・コンソールにアクセスします。


http://host:admin_server_port/console


構成ウィザードの「管理者ユーザー名およびパスワードの構成」画面で指定したユーザー名とパスワードを指定します。その後、「環境」>「サーバー」にナビゲートして、管理対象サーバーの名前を確認します。






3.6.4 デフォルト以外のポート番号とリモート・ホストを使用したサーバーの起動

管理サーバーでデフォルト以外のポートを使用している場合、または管理サーバーが管理対象サーバー以外のホストに存在する場合(分散環境の場合)は、管理サーバーにアクセスするためのURLも指定する必要があります。

UNIXシステム:


DOMAIN_HOME/bin/startManagedWebLogic.sh soa_server1 http://administration_server_host:administration_server_port


Windowsシステム:


DOMAIN_HOME\bin\startManagedWebLogic.cmd soa_server1 http://administration_server_host:administration_server_port


管理サーバーのユーザー名とパスワードの入力が求められるのではなく、コマンドラインから直接指定することもできます。

UNIXシステム:


DOMAIN_HOME/bin/startManagedWebLogic.sh soa_server1 http://administration_server_host:administration_server_port -Dweblogic.management.username=user_name -Dweblogic.management.password=password


Windowsシステム:


DOMAIN_HOME\bin\startManagedWebLogic.cmd soa_server1 http://administration_server_host:administration_server_port -Dweblogic.management.username=user_name -Dweblogic.management.password=password






3.6.5 サーバーが起動済であることの確認

サーバーが起動すると、コンソールの最後に、次のような行が表示されます。


<Apr 16, 2009 5:10:59 PM PDT> <Notice> <WebLogicServer> <BEA-000332> <Started WebLogic Managed Server "osb_server1" for domain "base_domain" running in Development Mode>
<Apr 16, 2009 5:10:59 PM PDT> <Notice> <WebLogicServer> <BEA-000365> <Server state changed to RUNNING>
<Apr 16, 2009 5:10:59 PM PDT> <Notice> <WebLogicServer> <BEA-000360> <Server started in RUNNING mode>








3.7 Oracle Service Busのインストールとドメイン構成の確認

Oracle Service Busのインストールと構成の完了後、次の方法でインストールを検証できます。

	
Oracle Service Bus管理コンソールにアクセスできるかどうかを確認します。

コンソールのURLは次のとおりです。


http://hostname:osb_port_number/sbconsole


Oracle Service Busコンソールが動作し始めたら、Oracle Service Busのインストールは成功です。


	
Oracle WebLogic ServerとともにOracle Enterprise Pack for Eclipseをインストールした場合は、Oracle Service Bus統合開発環境(IDE)の起動を試みて、インストールを確認できます。

Oracle Service Bus IDEを起動するには:

	
Windowsオペレーティング・システムでは、「スタート」メニューに移動し、「プログラム」>「Oracle Service Bus 11g - ホーム1」>「Oracle Enterprise Pack for Eclipse」を選択します。


	
UNIXオペレーティング・システムでは、MW_HOME/oepe_11gR1PS3ディレクトリに移動し、次のコマンドを実行します。


./eclipse





	
Oracle Service Busのディレクトリ構造を確認します。

図1-2「開発環境インストールのサンプル・トポロジ」および図1-4「本番環境インストールのサンプル・トポロジ」を参照してください。









3.8 Windowsオペレーティング・システムでの「スタート」メニュー・コマンド

Windowsオペレーティング・システムにOracle WebLogic ServerとOracle Service Busをインストールすると、「スタート」メニューに一連のコマンドが追加されます。これらのコマンドを使用して、製品コンポーネントや構成ウィザードなどのツールを起動できます。コマンドを使用して、サーバーの起動や停止など、基本的な管理タスクを実行することもできます。次に、「スタート」メニューのコマンドを示します。

Oracle WebLogic Server

[image: startone.jpgの説明が続きます]



Oracle Service Bus

[image: starttwo.jpgの説明が続きます]







3.9 インストールおよび構成後、Oracle Service Busを使用する前に

Oracle Service Busを正常にインストールおよび構成した後は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Service Busデプロイメント・ガイド』の概要に関する章を参照してください。












4 サイレント・インストールおよび削除

この付録には、Oracle Service Busのサイレント・インストールおよび削除を実行するために必要な情報が記載されています。

	
4.1「サイレント・インストールおよび削除の理解」


	
4.2「Oracle Service Busレスポンス・ファイルの使用」






4.1 サイレント・インストールおよび削除の理解

Oracle Universal Installerのサイレント・インストール・モードを使用すると、グラフィカル・ユーザー・インタフェースを介さずに必要な情報をレスポンス・ファイルに指定できます。この方法は、複数のホストに同じ製品を複数回インストールする場合に最適です。レスポンス・ファイルを使用して、インストール・パラメータがわかっている製品のインストールを自動化できます。

サイレント・インストールと削除およびレスポンス・ファイルの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のサイレント・インストールおよび削除に関する項を参照してください。






4.2 Oracle Service Busレスポンス・ファイルの使用

サイレント・インストールまたは削除を実行する前に、インストールまたは削除に固有の情報をレスポンス・ファイルに指定する必要があります。正しく構成されていないレスポンス・ファイルを使用してインストールを実行しようとすると、インストーラは失敗します。レスポンス・ファイルは、テキスト・エディタで作成または編集できるテキスト・ファイルです。

まずインストールGUIを実行し、その後、「インストール・サマリー」画面で「保存」をクリックする方法でレスポンス・ファイルを作成することをお薦めします。レスポンス・ファイルの名前と、作成する場所の入力が求められます。作成後、そのまま使用して別のシステムにそのインストールをレプリケートしたり、必要に応じて変更することもできます。

サイレント削除用にレスポンス・ファイルを作成するには、「Oracleホームのアンインストール」画面で「保存」をクリックして、同じ手順を繰り返します。

Oracle Service Busのレスポンス・ファイルのテンプレートは、アーカイブ・ファイルを解凍した(2.1「ソフトウェアの入手」)、Disk1/stage/Response(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはDisk1\stage\Response(Windowsオペレーティング・システムの場合)ディレクトリにあります。

	
サイレント・インストールで使用可能なテンプレート・レスポンス・ファイルの詳細は、4.2.1「Oracle Service Busのインストール・レスポンス・ファイルの使用」を参照してください。


	
サイレント削除で使用可能なテンプレート・レスポンス・ファイルの詳細は、4.2.2「Oracle Service Busの削除レスポンス・ファイルの使用」を参照してください。






4.2.1 Oracle Service Busのインストール・レスポンス・ファイルの使用

表4-1に、Oracle Service Bus用に提供されるインストール・レスポンス・ファイルをリストします。


表4-1 Oracle Service Busのインストール・レスポンス・ファイル・テンプレート

	テンプレート	説明
	
custom_installtype.rsp

	
これは、システムにインストールされた製品をカスタマイズするときに使用する必要があるテンプレート・レスポンス・ファイルです。たとえば、サイレント・インストールを実行し、OEPEを除外する場合(これによって、Oracle Service Bus IDEはインストールされません)に、このテンプレートを使用します。

GUIを使用して同等の操作を行う場合は、インストーラを実行し、「インストール・タイプ」画面で「カスタム」を選択します。レスポンス・ファイルで、インストールする製品を指定する必要があります。

詳細は、4.2.1.1「custom_installtype.rspレスポンス・ファイル・テンプレートの使用」を参照してください。


	
typical_installtype.rsp

	
これは、システムにすべてのOracle Service Bus製品をインストールするときに使用する必要があるテンプレート・レスポンス・ファイルです。インストールされないように製品を除外するためのオプションはありません。

GUIを使用して同等の操作を行う場合は、インストーラを実行し、「インストール・タイプ」画面で「標準」を選択します。すべてのOracle Service Bus製品がインストールされます。

詳細は、4.2.1.2「typical_installtype.rspレスポンス・ファイル・テンプレートの使用」を参照してください。








これらの既存のレスポンス・ファイルの他に、アンインストーラGUIを実行し、その後、「インストール・サマリー」画面で「保存」をクリックする方法で、独自のレスポンス・ファイルを作成することもできます。レスポンス・ファイルの名前と、作成する場所の入力が求められます。作成後、そのまま使用して別のシステムにそのインストールをレプリケートしたり、必要に応じて変更することもできます。



4.2.1.1 custom_installtype.rspレスポンス・ファイル・テンプレートの使用

表4-2で、custom_installtype.rspレスポンス・ファイル・テンプレートにあるパラメータについて説明します。パラメータは、レスポンス・ファイルに表示される順にリストされていますが、グラフィック・モードで表示されるインストール画面の順序とは必ずしも同じではありません。


表4-2 custom_installtype.rspレスポンス・ファイル内のパラメータ

	対応する画面	パラメータ	説明
	
ソフトウェア更新のインストール


	
SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATION

SOFTWARE_UPDATES_DOWNLOAD_LOCATION

	
ソフトウェア更新をダウンロード可能な場所を指定する場合は、SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATIONパラメータをtrueに設定します。

次に、SOFTWARE_UPDATES_DOWNLOAD_LOCATIONパラメータを使用して、更新が含まれているローカル・システムのディレクトリを指定します。


	
SKIP_SOFTWARE_UPDATES

	
インストーラでソフトウェア更新を確認しない場合は、このパラメータをtrueに設定します。


	
インストールの場所


	
ORACLE_HOME

	
Oracleホーム・ディレクトリの場所へのフル・パスを指定します。


	
MIDDLEWARE_HOME

	
ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの場所へのフル・パスを指定します。


	
インストール・タイプ


	
TYPICAL TYPE

CUSTOM TYPE

	
サイレント・カスタム・インストールを実行するには、CUSTOM TYPE=trueおよびTYPICAL TYPE=falseを設定します。


	
インストールするコンポーネント


	
Oracle Service Busサンプル

Oracle Service Bus IDE

	
Oracle Service Busサンプルをインストールする場合は、Oracle Service Bus Examples=trueを設定します。そうでない場合は、このパラメータをfalseに設定します。

Oracle Service Bus IDEをインストールする場合は、Oracle Service Bus IDE=trueに設定します。そうでない場合は、このパラメータをfalseに設定します。


	
製品ホームの場所


	
WL_HOME

	
WebLogic Serverホーム・ディレクトリへのフル・パスを指定します。デフォルトは、ミドルウェア・ホーム内のwlserver_10.3ディレクトリです。


	
OEPE_HOME

	
Oracle Service Bus IDEをインストールする場合、OEPEがインストールされるディレクトリへのフル・パスを指定する必要があります。デフォルトでは、ミドルウェア・ホームの下にあるこのディレクトリの名前はoepe_11.1.1.8.0です。












4.2.1.2 typical_installtype.rspレスポンス・ファイル・テンプレートの使用

表4-3で、typical_installtype.rspレスポンス・ファイル・テンプレートにあるパラメータについて説明します。パラメータは、レスポンス・ファイルに表示される順にリストされていますが、グラフィック・モードで表示されるインストール画面の順序とは必ずしも同じではありません。


表4-3 typical_installtype.rspレスポンス・ファイル内のパラメータ

	対応する画面	パラメータ	説明
	
ソフトウェア更新のインストール


	
SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATION

SOFTWARE_UPDATES_DOWNLOAD_LOCATION

	
ソフトウェア更新をダウンロード可能な場所を指定する場合は、SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATIONパラメータをtrueに設定します。

次に、SOFTWARE_UPDATES_DOWNLOAD_LOCATIONパラメータを使用して、更新が含まれているローカル・システムのディレクトリを指定します。


	
SKIP_SOFTWARE_UPDATES

	
インストーラでソフトウェア更新を確認しない場合は、このパラメータをtrueに設定します。


	
インストールの場所


	
ORACLE_HOME

	
Oracleホーム・ディレクトリの場所へのフル・パスを指定します。


	
MIDDLEWARE_HOME

	
ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの場所へのフル・パスを指定します。


	
インストール・タイプ


	
TYPICAL TYPE

CUSTOM TYPE

	
サイレント標準インストールを実行するには、CUSTOM TYPE=falseおよびTYPICAL TYPE=trueを設定します。


	
製品ホームの場所


	
WL_HOME

	
WebLogic Serverホーム・ディレクトリへのフル・パスを指定します。デフォルトは、ミドルウェア・ホーム内のwlserver_10.3ディレクトリです。


	
OEPE_HOME

	
OEPEがインストールされるディレクトリへのフル・パスを指定します。デフォルトでは、ミドルウェア・ホームの下にあるこのディレクトリの名前はoepe_11.1.1.8.0です。














4.2.2 Oracle Service Busの削除レスポンス・ファイルの使用

deinstall_oh.rspレスポンス・ファイルには、DEINSTALL_IN_ASINSTANCE_MODE=falseという1つのパラメータのみが含まれています。これによって、アンインストーラは、削除するOracleインスタンスを検索するかわりに、アンインストーラが起動されたOracleホームを削除します。














A Oracle Service Busの削除および再インストール

この付録では、システム上のOracle Service Busの削除および再インストールについて説明します。

ソフトウェアを削除する場合は、必ずこの付録の手順に従ってください。ソフトウェアを手動で削除すると、ソフトウェアを再インストールするときに問題が発生する可能性があります。この付録の手順に従うことで、ソフトウェアを正しく削除できます。

内容は次のとおりです。

	
削除手順


	
Oracle Service Busの再インストール






A.1 削除手順

アンインストーラは、アンインストーラが起動されたOracleホーム・ディレクトリを削除しようとします。Oracle Service Bus Oracleホーム・ディレクトリを削除する前に、Oracleホームが既存のドメインによって使用されていないことを確認し、Oracleホームを使用している実行中のすべてのプロセスを停止します。

Oracle Service Busを削除しても、作成したWebLogicドメインは削除されません。削除されるのは、Oracle Service Bus Oracleホーム・ディレクトリ内のソフトウェアのみです。

システムからOracle Service Busを適切に削除すると、次の処理が実行されます。

	
Oracle Fusion Middlewareの停止


	
データベース・スキーマの削除


	
Oracle Service Busの削除


	
Oracle WebLogic Serverの削除


	
プログラム・グループの削除(Windowsのみ)


	
システムの再起動(Windowsのみ)






A.1.1 Oracle Fusion Middlewareの停止

Oracle Fusion Middlewareソフトウェア・コンポーネントを削除する前に、すべてのサーバーおよびプロセスを停止する必要があります。

手順については、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Fusion Middlewareの起動と停止に関する項を参照してください。

ノード・マネージャを停止する場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverノード・マネージャ管理者ガイド』のノード・マネージャの停止に関する項を参照してください。






A.1.2 データベース・スキーマの削除

レポート作成機能またはOracle Web Services Managerポリシーを使用している場合で、データベース・スキーマをインストール済の場合は、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用してデータベースからスキーマを削除します。

手順については、『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』のスキーマの削除に関する項を参照してください。






A.1.3 Oracle Service Busの削除

Oracle Service Busを削除すると、Oracle Service BusのOracleホームおよびOracle共通ホーム・ディレクトリも削除されます。

アンインストーラは、アンインストーラが起動されたOracleホームを削除しようとしています。この手順では、作成済のWebLogicドメインが削除されることはなく、Oracleホームのソフトウェアが削除されるだけです。

Oracle Service Bus Oracleホーム・ディレクトリを削除する前に、Oracleホームが既存のドメインによって使用されていないことを確認し、このOracleホームを使用する実行中のすべてのプロセスを停止します。ソフトウェアを削除すると、WebLogicドメインを使用できなくなります。


A.1.3.1 Oracle Service Bus Oracleホームの削除

アンインストーラを起動するには、OSB_ORACLE_HOME/oui/bin(UNIXオペレーティング・システム)またはOSB_ORACLE_HOME\oui\bin(Windowsオペレーティング・システム)ディレクトリにナビゲートし、アンインストーラを起動します。

UNIXオペレーティング・システム:


./runInstaller.sh -deinstall


Windowsオペレーティング・システム:


setup.exe -deinstall


Windowsオペレーティング・システムでは、「スタート」メニューから「プログラム」>「Oracle Service Bus 11g - ホーム1」>「アンインストールl」を選択して、アンインストーラを起動することもできます。

表A-1の手順に従って、ソフトウェアを削除します。

アンインストーラのいずれかの画面で追加のヘルプが必要な場合は、付録C「Oracle Service Busの削除画面」を参照するか、「ヘルプ」をクリックしてオンライン・ヘルプにアクセスします。


表A-1 削除フロー

	画面	説明および必要な操作
	
ようこそ


	
1つ以上のOracle Fusion Middlewareソフトウェア・コンポーネントを削除しようとする際に、インストーラによってこの画面が表示されます。


	
Oracleホームのアンインストール


	
削除しようとしているOracleホームを確認します。

「削除」をクリックして続行します。

「警告」画面で、ソフトウェアとともにOracleホーム・ディレクトリも削除するかどうかを選択します。

アンインストーラでソフトウェアとOracleホームを削除する場合は「Yes」、ソフトウェアのみを削除する場合は「いいえ」、前の画面に戻る場合は「取消し」をクリックします。

「いいえ」を選択した場合は、A.1.3.3項「Oracleホーム・ディレクトリの手動削除」で、Oracleホーム・ディレクトリを手動で削除する方法を参照してください。


	
アンインストールの進行状況


	
この画面には、削除の進捗とステータスが表示されます。


	
アンインストールが完了しました


	
この画面には、完了した削除についての要約が表示されます。

「終了」をクリックして画面を終了します。











A.1.3.2 Oracle共通ホームの削除

この項では、oracle_commonディレクトリの削除方法について説明します。このディレクトリには、他のOracleホーム・ディレクトリと同様に、oui/bin(UNIXオペレーティング・システム)またはoui\bin(Windowsオペレーティング・システム)に独自のアンインストーラが格納されています。

アンインストーラを起動するには、MW_HOME/oracle_common/oui/bin(UNIXオペレーティング・システム)またはMW_HOME\oracle_common\oui\bin(Windowsオペレーティング・システム)ディレクトリにナビゲートして、アンインストーラを起動します。

UNIXオペレーティング・システム:


./runInstaller -deinstall -jreLoc JRE_LOCATION


Windowsオペレーティング・システム:


setup.exe -deinstall -jreLoc JRE_LOCATION





	
注意:

JRE_LOCATIONへの全体パスを指定します(相対パスはサポートされていません)。







アンインストーラを起動した後、表A-1の手順に従って、Oracle共通ホーム・ディレクトリを削除します。






A.1.3.3 Oracleホーム・ディレクトリの手動削除

削除中に警告画面で「いいえ」を選択した場合は、Oracleホーム・ディレクトリとすべてのサブディレクトリを手動で削除する必要があります。たとえば、UNIXオペレーティング・システムでOracle Service Bus Oracleホーム・ディレクトリが/home/Oracle/Middleware/Oracle_OSB1の場合は、次のようにします。


> cd /home/Oracle/Middleware
> rm -rf Oracle_OSB1


Windowsオペレーティング・システムでOracle Service Bus Oracleホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Middleware\Oracle_OSB1の場合は、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Middlewareディレクトリにナビゲートし、Oracle_OSB1フォルダを右クリックして「削除」を選択します。

同じ手順を使用してOracle共通ホーム(oracle_common)ディレクトリを手動で削除することもできます。








A.1.4 Oracle WebLogic Serverの削除

Oracle WebLogic Serverの削除手順については、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』のソフトウェアの削除に関する項を参照してください。

ソフトウェアを削除した後、手動でMiddlewareホーム・ディレクトリおよびすべてのサブディレクトリを削除する必要があります。たとえば、UNIXオペレーティング・システムでミドルウェア・ホーム・ディレクトリが/home/Oracle/Middlewareの場合は、次のようにします。


> cd /home/Oracle
> rm -rf Middleware


Windowsオペレーティング・システムでは、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Middlewareの場合、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracleディレクトリにナビゲートし、Middlewareフォルダを右クリックして「削除」を選択します。






A.1.5 プログラム・グループの削除(Windowsのみ)

Windowsシステムでは、Start Menu\Programsフォルダからプログラム・グループを手動で削除することも必要です。システムのフォルダ名やプログラム・グループ名は異なる場合もありますが、たとえば、C:\Documents and Settings\All Users\Start Menu\Programsから次のものを削除します。

	
Oracle Fusion Middleware 11.1.1.6.0


	
Oracle Service Bus 11g - Home1


	
Oracle WebLogic









A.1.6 システムの再起動(Windowsのみ)

Windowsオペレーティング・システムでは、すべてのプログラムを削除した後、正常にクリーンアップされるように、コンピュータを再起動する必要があります。








A.2 Oracle Service Busの再インストール

インストーラを使用しても、Oracle製品がすでに格納されているディレクトリにOracle Service Busを再インストールすることはできません。以前と同じディレクトリにOracle Service Busを再インストールするには、この章にある指示に従ってソフトウェアを削除した後、第2章「Oracle Service Busのインストール」の指示に従ってソフトウェアを再インストールします。












B Oracle Service Busソフトウェアのインストール画面

この付録では、Oracle Service Busインストーラの画面のスクリーンショットとその説明を示します。

内容は次のとおりです。

	
ようこそ


	
ソフトウェア更新のインストール


	
インストールの場所


	
インストール・タイプ


	
インストールするコンポーネント


	
前提条件のチェック


	
製品ホームの場所


	
インストール・サマリー


	
インストールの進行状況


	
インストールが完了しました。






B.1 ようこそ

[image: install_welcome.gifの説明が続きます]



Oracle Fusion Middlewareのインストーラはこのページから開始され、次の2つの重要な情報を提供します。

	
インストーラが実行に役立つタスクについての要約を示す左側のナビゲーション・ペイン。ナビゲーション・ペインの各項目は、ソフトウェアのインストールに必要な情報の入力を求めるインストーラの個々の画面を表します。


	
インストールを続行する前に実行しておく必要のある前提条件に関する情報。




この画面の情報をよく確認して、必要なすべての前提条件が実行されていることを確認してください。

前提条件のタスクに不明な点がある場合は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』およびインストールする特定のOracle Fusion Middlewareソフトウェアのインストレーション・ガイドを参照してください。






B.2 ソフトウェア更新のインストール

[image: install_sw_updates_1.gifの説明が続きます]



この画面を使用して、My Oracle Supportアカウント経由で重要なセキュリティ更新を含む最新のソフトウェア更新を短時間で簡単に検索します。

次の表では、この画面の各フィールドについて説明します。


	要素	説明
	ソフトウェア更新をスキップ	この画面をスキップするには、このオプションを選択します。インストーラは、現在の製品インストールに適用できる可能性のある更新を確認しません。
	My Oracle Supportで更新を検索	My Oracle Supportアカウントがある場合、このオプションを選択すると、インストールしようとしているソフトウェア製品に適用するソフトウェア更新を、インストーラが自動的にMy Oracle Supportで検索します。
My Oracle Supportアカウント名とパスワードを入力してから、「更新の検索」をクリックします。

インストーラによって、適用可能なソフトウェア更新がMy Oracle Supportから自動的にダウンロードされます。

更新を検索する前に、「接続のテスト」をクリックしてMy Oracle Supportへのログイン資格証明と接続をテストできます。プロキシ・サーバーが必要な場合は、「プロキシ設定」をクリックしてプロキシ・サーバーを構成します。


	ローカル・ディレクトリで更新を検索	最新のソフトウェア更新をすでにダウンロードしてあり、インストールしようとしている製品に適用可能な更新を、インストーラがローカル・ディレクトリで検索するようにする場合は、このオプションを選択します。
このオプションを選択すると、更新が配置されているローカル・ディレクトリを特定する際に使用可能な追加のフィールドおよび「参照」ボタンがインストーラに表示されます。












B.3 インストール場所

[image: install_location.gifの説明が続きます]



この画面を使用して、Oracle Fusion Middlewareソフトウェアをインストールする場所を特定します。

次の表では、このページに表示される各フィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	Oracleミドルウェア・ホーム	このフィールドを使用して、Oracleミドルウェア・ホーム・ディレクトリの場所を指定します。
	
Oracle WebLogic Serverをアプリケーション・サーバーとして使用している場合:

「Oracleミドルウェア・ホーム」フィールドで、既存のOracleミドルウェア・ホーム・ディレクトリへの絶対パスを指定しますが、これはOracle WebLogic Serverのインストール時に作成されたディレクトリです。ミドルウェア・ホームへのフル・パスがわからない場合は、「参照」をクリックしてシステムの既存ディレクトリを選択することができます。


	
IBM WebSphereをアプリケーション・サーバーとして使用している場合:

「Oracleミドルウェア・ホーム」フィールドで、ミドルウェア・ホームとして使用するディレクトリへの絶対パスを指定します。このディレクトリは、WebSphereのインストール場所とは関係ありません。存在しないディレクトリの場所を指定した場合は、インストーラによってディレクトリが作成されます。





	Oracleホーム・ディレクトリ	このフィールドを使用して、製品をインストールするミドルウェアホーム内のディレクトリを指定します。
すでに存在するディレクトリを指定する場合は、次のいずれかになります。

	
ミドルウェア・ホーム内の空のディレクトリ(たとえば、このインストールの前にミドルウェア・ホーム内に空のディレクトリを作成し、そのディレクトリを指定する場合)。


	
既存のOracleホーム・ディレクトリ(たとえば、前回のインストールが不完全だったため、Oracle Service Busを既存のOracleホームにインストールする場合)。




新しいディレクトリを指定した場合は、ミドルウェア・ホーム内に作成されます。








これらのディレクトリの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のOracle Fusion Middlewareのディレクトリ構造と概念に関する項を参照してください。

Windowsオペレーティング・システムでインストールを実行する場合は、ディレクトリ・パスが有効であること、および二重円記号(\\)が使用されていないことを確認してください。






B.4 インストール・タイプ

[image: install_type.gifの説明が続きます]



この画面を使用して、実行するインストールのタイプを選択します。

次の表に、オプションを示します。


	インストール・タイプ	説明
	標準	このインストール・タイプでは、Oracle Service BusおよびOracle Service BusバイナリがOracleホームにインストールされます。
	カスタム	このインストール・タイプでは、システムにインストールするOracle Service Busコンポーネントを選択できます。選択できるコンポーネントは、Oracle Service Busサーバー、Oracle Service Bus IDE、Oracle Service Busサンプルです。










B.5 インストールするコンポーネント

[image: install_components.gifの説明が続きます]



この画面を使用して、インストールするコンポーネントを選択します。この画面は、「インストール・タイプ」画面で「カスタム」タイプのインストールを選択した時にのみ表示されることに注意してください。

次のコンポーネントを選択できます。


	要素	説明
	Oracle Service Bus	このオプションでは、基本的なOracle Service Bus機能がインストールされます。これは必須コンポーネントであり、このコンポーネントを選択解除するオプションはありません。
	Oracle Service Bus IDE	ソフトウェア開発のコンピュータ・プログラマに対して包括的な機能を提供するOracle Service Busの統合設計環境です。
注意: HP-UXまたはAIXオペレーティング・システムにインストールしている場合は、このコンポーネントが選択されていないことを確認する必要があります。


	Oracle Service Busサンプル	このオプションでは、Oracle Service Busプロキシ・サービスを使用した実行時機能を設計環境で簡単に使ってみることができます。
このサンプルは、Oracle Service Busを使用してビジネス・サービスとの通信を行う、ユーザー主導の構成済のシナリオです。サンプルの内容は、クライアントとビジネス・プロセス間の通信にプロキシ・サービスを使用することによって利点が得られる一般的なビジネス・シナリオに基づいています。

サンプルを実行してOracle Service Busの実行時環境での動作を確認したり、サンプルを開発環境で構築してプロキシ・サービスの構成の方法を詳しく知ることができます。












B.6 前提条件のチェック

[image: install_prereqs.gifの説明が続きます]



この画面では、ホスト・コンピュータを分析して特定のオペレーティング・システムの前提条件が満たされていることを確認します。

いずれかの前提条件のチェックが失敗した場合、短いエラー・メッセージが画面下部に表示されます。エラーを修正し、「再試行」をクリックして再試行します。エラー・メッセージまたは警告メッセージを無視してインストールを続行する場合は、「続行」をクリックします。

すべてのコンポーネントの前提条件チェックを中止するには、「中止」をクリックします。






B.7 製品ホームの場所

[image: install_product_home.gifの説明が続きます。]



この画面を使用して、Oracle WebLogic Serverホームの場所およびOracle Enterprise Pack for Eclipse (OEPE)ソフトウェアの場所を指定します。

次の表では、この画面の各フィールドについて説明します。


	要素	説明
	Oracle WebLogic Server の場所	WebLogic Serverホームのディレクトリ名。このディレクトリは、ミドルウェア・ホーム内に自動的に作成されます。このディレクトリのデフォルト名は、wlserver_10.3です。
	OEPE (Oracle Enterprise Pack for Eclipse)の場所	OEPEディレクトリ名。このディレクトリのデフォルト名は、ミドルウェア・ホーム内にあるoepe_11.1.1.8.0です。
注意: このオプションは、Oracle Service Bus IDEを「標準」インストールでインストールする場合、または「インストールするコンポーネント」画面でOracle Service Bus IDEを選択してインストールする場合にのみ表示されます。








Windowsオペレーティング・システムでインストールを実行する場合は、ディレクトリ・パスが有効であること、および二重円記号(\\)が使用されていないことを確認してください。






B.8 インストール・サマリー

[image: install_summary.gifの説明が続きます]



この画面には、インストール・セッションで行った選択内容の要約が表示されます。次の内容が記載されています。

	
インストールの場所


	
インストールに使用されるディスク領域の量


	
インストール対象として選択したアプリケーション




この画面の情報をよく確認して、次のいずれかの操作を行います。

	
インストールを開始する前に構成を変更する場合は、ナビゲーション・ペインを使用して、戻って編集するインストーラ画面を選択します。


	
情報に問題がない場合、「インストール」をクリックしてインストール手順を開始します。


	
この構成をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイル)に保存する場合は、「保存」をクリックします。この結果生成されるレスポンス・ファイルは、後で同じインストールをコマンドラインから実行する場合に使用できます。詳細は、第4章「サイレント・インストールおよび削除について」を参照してください。









B.9 インストールの進行状況

[image: install_progress.gifの説明が続きます]



この画面には、インストールの進行状況が表示されます。

インストールが完了する前に終了する場合は、「取消」をクリックします。この場合、インストールは部分的には完了しており、「取消」をクリックする前にインストールされたソフトウェアの一部がシステム上に残るため、それらを手動で削除する必要があります。






B.10 インストールが完了しました。

[image: install_completed.gifの説明が続きます]



この画面には、完了したインストールについての要約が表示されます。

今後の参照用にこの要約情報をテキスト・ファイルに保存する場合は、「保存」をクリックします。

「終了」をクリックして画面を終了します。












C Oracle Service Busの削除画面

この付録では、Oracle Service Busソフトウェアの削除画面のスクリーンショットとその説明を示します。アンインストーラ・ウィザードを使用して、Oracle Service Busソフトウェアをマシンから削除できます。

この付録は、次の節で構成されています。

	
ようこそ


	
Oracleホームのアンインストール


	
アンインストールの進行状況


	
アンインストールが完了しました






C.1 ようこそ

[image: deinstall_welcome.gifの説明が続きます]



1つ以上のOracle Fusion Middlewareソフトウェア・コンポーネントを削除しようとする際に、インストーラによってこの画面が表示されます。

インストーラを使用してOracle Fusion Middlewareソフトウェアを削除する場合、インストーラによって、選択したOracleホームのソフトウェア・ファイルのディスクからの削除、Oracleインベントリの更新およびコンポーネントを削除するためのオペレーティング・システム固有のその他のタスクが行われます。

製品のインストールの開始時に表示される「ようこそ」画面と同様に、削除の「ようこそ」画面には、インストーラが実行に役立つタスクについての要約を示すナビゲーション・ペインが左側に含まれます。

ナビゲーション・ペインの各項目は、ソフトウェアのインストールに必要な情報の入力を求めるインストーラの個々の画面を表します。






C.2 Oracleホームのアンインストール

[image: deinstall_oh.gifの説明が続きます]



この画面を使用して、削除するOracleホームを選択したことを確認します。

「アンインストール」をクリックすると、この画面に表示されたOracleホームの削除のプロセスが開始されます。




	
注意:

「アンインストール」をクリックする前に、選択したOracleホームに関連付けられているすべてのプロセスが停止していることを確認してください。







この構成をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイル)に保存する場合は、「保存」をクリックします。この結果生成されるレスポンス・ファイルは、後で同じ削除手順をコマンドラインから実行する場合に使用できます。

これが正しいディレクトリであることを確認し、「アンインストール」をクリックして継続します。






C.3 アンインストールの進行状況

[image: deinstall_progress.gifの説明が続きます]



この画面を使用して、削除の進行状況を監視します。

「取消」をクリックすると、削除プロセスが停止します。






C.4 アンインストールが完了しました

[image: deinstall_completed.gifの説明が続きます]



この画面には、完了した削除についての要約が表示されます。この画面が表示された場合、削除が完了し、選択したコンポーネントがOracleインベントリから消去されたことを表します。












D インストールのトラブルシューティング

この付録では、Oracle Service Busのインストール時に発生する可能性のある一般的な問題の解決策について説明します。内容は次のとおりです。

	
一般的なトラブルシューティングのヒント


	
インストールおよび構成ログ・ファイル


	
より詳細なサポート






D.1 全般的なトラブルシューティングのヒント

インストール中にエラーが発生した場合は、次のように対処します。

	
最新の更新については、『Oracle Fusion Middlewareリリース・ノート for Linux x86』または『Oracle Fusion Middlewareリリース・ノート for Microsoft Windows (32-Bit)』(プラットフォームに依存)を参照してください。最新版のリリース・ノートは、Oracle Technology NetworkのOracle Fusion Middleware 11g リリース1 (11.1.1)の「ドキュメント」ページから入手可能です。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/docs/middleware-093940.html


目的のリリースに対応するドキュメント・ライブラリの「ライブラリの表示」リンクをクリックします。ライブラリにリリース・ノートが表示されます。


	
システムの構成が動作保証されているものであることを確認します。Oracle Fusion Middlewareでサポートされているシステム構成のページで、 Oracle Fusion Middleware 11gR1でのシステム要件とサポートされているプラットフォームのドキュメントを参照してください。


http://www.oracle.com/technology/software/products/ias/files/fusion_certification.html


	
ご使用のシステムがシステム最小要件を満たしていることを確認します。システム要件と仕様に関するドキュメントを参照してください。


http://www.oracle.com/technology/software/products/ias/files/fusion_requirements.htm


	
いずれかのインストール画面に間違った情報を入力した場合、「戻る」をクリックしてその画面に戻ります。


	
インストーラでファイルのコピーまたはリンクを実行しているときにエラーが発生した場合、次のように対処します。

	
エラーを記録し、インストール・ログ・ファイルを確認します。


	
失敗したインストールを削除します。


	
エラーの原因となった問題を修正します。


	
インストールをやり直します。












D.2 インストールおよび構成ログ・ファイル

この項では、Oracle Service BusインストーラとOracle Fusion Middleware構成ウィザードの実行中に作成されるログ・ファイルについて説明します。ログ・ファイルには、インストールまたは構成において発生する問題のトラブルシューティングに役立つ情報が含まれます。


D.2.1 インストール・ログ・ファイル

インストーラは、ログ・ファイルをOracle_Inventory_Location/log(UNIXオペレーティング・システム)またはOracle_Inventory_Location\logs(Windowsオペレーティング・システム)ディレクトリに書き込みます。UNIXシステムでOracle Inventoryディレクトリの場所がわからない場合は、OSB_ORACLE_HOME/oraInst.locファイルで確認できます。Windowsシステムでのインベントリ・ディレクトリのデフォルトの場所はC:\Program Files\Oracle\Inventory\logsです。

次のインストール・ログ・ファイルがログ・ディレクトリに書き込まれます。

	
installdate-time-stamp.log

これは、メインのログ・ファイルです。


	
installdate-time-stamp.out

このログ・ファイルには、インストール時の出力ストリームとエラー・ストリームが含まれます。


	
installActionsdate-time-stamp.log

このファイルはインストーラGUIで内部情報を追跡するために使用されます。


	
installProfiledate-time-stamp.log

このログ・ファイルには、全体的な統計(インストールにかかった時間や、構成、メモリーおよびCPUの詳細など)が含まれます。


	
oraInstalldate-time-stamp.log

このログ・ファイルには、コピー・セッションの出力ストリームが含まれます。




-printtimeパラメータを指定してインストーラを起動すると、timeTakendate-time-stamp.logおよびtimedate-time-stamp.logファイルが同じディレクトリに作成されます。

	
timeTakendate-time-stamp.log

このファイルには、画面間の移動にかかった時間の情報が含まれます(GUIインストールの場合のみ)。


	
timedate-time-stamp.log

このファイルには、コピー・セッションに関する時間情報が含まれます。




-printmemoryパラメータを指定してインストーラを起動すると、memorydate-time-stamp.logファイルが作成されます。このファイルには、コピー・セッションにおけるメモリー使用率の情報が含まれます。





D.2.2 構成ログ・ファイル

構成セッションのログ・ファイルを作成するには、次に示すように-logオプションを指定して構成ウィザードを起動します。

UNIXオペレーティング・システム:


./config.sh -log=log_filename -log_priority=log_level


Windowsオペレーティング・システム:


config.cmd -log=log_filename -log_priority=log_level





-logおよび-log_priorityオプションに関する詳細は、表D-1を参照してください。


表D-1 構成ウィザードのログ・ファイル・オプション

	パラメータ	説明
	
-log

	
ログ・ファイルの格納場所を指定します。

log_filenameに絶対パスを指定すると、その場所にログ・ファイルが作成されます。パスを指定せずに、ファイル名のみを指定すると、ログ・ファイルはMW_HOME/logs (UNIXオペレーティング・システム)またはMW_HOME\logs (Windowsオペレーティング・システム)ディレクトリに作成されます。

-logと指定できるその他の値は次のとおりです。

	
stdout

これは、エラー・メッセージを標準出力ストリームに書き込みます。


	
stderr

これは、エラー・メッセージを標準エラー・ストリームに書き込みます。


	
disable

これは、デフォルト・ロギングを無効にします。そのため、MW_HOME/logs (UNIXオペレーティング・システム)またはMW_HOME\logs (Windowsオペレーティング・システム)にログが生成されなくなります。





	
-log_priority

	
記録されるログの詳細レベルを指定します。

次に、受入れ可能な値のリストを、最も詳細なものから順に示します:

	
debug


	
info


	
warning


	
error


	
fatal

















D.3 追加情報

この付録の情報で問題が解決できない場合は、http://support.oracle.comにあるMy Oracle Support(旧MetaLink)で詳細情報を検索してください。

問題の解決策が見つからない場合は、サービス・リクエストをオープンしてください。
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